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１ 研究開発の目的

図１．牛のモニタリングシステム全体のイメージ図

３ 研究成果
(1) 牛の個体識別： ホルスタイン及び黒毛和牛に対してそれぞれに適した個体識別法を確立した

(2) BCS評価：牛の健康管理のために重要なファクターであるBCS（Body Condition Score：体脂肪の蓄積
状態を数値化したもの）を自動測定するために3Dカメラを用いて画像解析システムおよび評価モデルを
開発し、安定して精度の高いBCS評価法を確立した

(3) 分娩監視：分娩前に特徴的な姿勢変化の頻度の急上昇を検知し、分娩開始時刻の予測を可能とした

(4) 発情検知： 乗駕行動を含む複数の発情前兆行動を相補的に用いて高い発情検知率を達成した
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２ 研究開発の内容
牛のモニタリングシステム構築に必要な要素技術の開発
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• 3D-DCNNを使用して個体識を行った
• 200頭の牛に対して平均個体識別率92%を得た

図４．ディープラーニングを用いた個体識別

図５. ５２頭に対するBCS評価

• ニューラルネットワークを用いてBCSを自動測定
• 689頭の牛に関して、141,407枚の画像を用いて、

BCS評価を行った
• 真値として専門家の評価が得られた52頭につい
ての結果のみ載せる(緑線：システム結果、赤点
線：専門家の評価)（図５）

• 分娩行動の検知に関して、以下の分娩前の行動に
焦点を当て、特徴抽出を行った

- 尻尾が上がっているかどうか

- 牛が立っているか、座っているかどうか

- 落ち着きがなくなり移動量が増加するかどうか

• 分娩開始時間の予測について、確率モデルを提案
• 99％以上の確率で「分娩開始前６時間以内」の予測
を可能とした

• 分娩時の重大事故の未然防止や軽減などに繋がる

図６. 様々な照明条件の下で分娩室にいる牛領域の
抽出結果

図７．単位時間当たりの移動距離の例

• 測域センサと画像処理技術を用いて、牛の代表的な
乗駕行動であるマウンティングとスタンディングを自
動的に検知・識別する手法の開発に取り組んだ

表１ 測域センサ及びビデオカメラを用いた発情検知例
測域センサによる乗駕行動検知例

入力画像 非発情/合計 検知率

非発情 (組) 非発情17/17 100%

発情 (組) 発情10/10 100%

発情 (頭) 発情 2/2 100%

入力画像 検知数/合計 検知率

ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ (組) 11/12 91.7%

ﾏｳﾝﾃｨﾝｸﾞ (組) 2/2 100%

乗駕行動を含む複数の発情前兆検知例

高齢化、大規模化する現代の畜産で、24時間365日にわたり家畜の健康管理を適切に行い、異常
や変化に留意し続けながら経営を継続することは容易でない。本研究開発では、家畜生産性の改善
と地域活性化の実現を目的とする牛のモニタリングシステム構築に必要な要素技術の開発を行う。

図２. 牛のモニタリングシステムの要素技術のイメージ図
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図３. ホルスタイン種の個体識別の処理フロー図

実験場所：宮崎大学農学部附属住吉フィールドと大分県の
大規模酪農家（Ａ牧場）にて開発手法の 実証実験を行った

• 若者の新規就農など、持続的発展性の確保に貢献 ⇒ 地域活性化

• 従来のウェラブル型センサに比べて牛への負担が少ない ⇒ ストレス軽減

• ビデオ映像を長時間見続ける必要なく、家畜の管理が可能 ⇒ 人的負担軽減
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